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2013 年 4 月現在、本所が 77 庁（刑務所 62、少年刑務所 7、拘置所 8）、支所が 111 庁（刑
務支所 8、拘置支所 103）である。PFI 方式の社会復帰促進センター 4 庁は 62 刑務所
に含まれ、これらと別に婦人補導院 1 庁、少年院 52 庁の矯正施設が存在する（4）。
188 庁ある刑事施設に勤務する職員定数は 19,623 人であり、本省矯正局の 63 人お
よび 8 ブロックの矯正管区の 207 人がこれを監督・調整する（2014 年度定員）。一方、
収容人員の数は 2012 年末の時点で 67,008 人であり、戦後の混乱期を除くピーク時
（2006 年）の 81,255 人の 82％まで減少した。1993 年から 2002 年にかけて収容率（収
容定員に対する年末収容人員の比率）が急増し、2005 年末には 116％に達していたが、
施設の増設と収容者の減少で過剰収容状況はかなり緩和した。これにより、被収容者
負担率（職員 1 人当たりの収容者数）は 1998 年の 3.04 人から 2006 年の 4.48 人まで
急上昇し、その後は降下に転じて 3.50 人に落ち着いている。
これを国際比較から見ると、被収容者負担率 3 ～ 4 人という数値は世界で最も高い
部類に入る。行刑改革会議の資料によれば、先進国トップの日本が 4 人であるのに対
し、アメリカは 3.1 人、フランスは 2.0 人、イギリス 1.6 人、スウェーデン 0.7 人と
なっており、限られた人的資源で多数の収容者を処遇していることになる（5）。コスト
面からみても、被収容者 1 人当たりの年間予算は 263 万円で先進国中最低であり、イ
ギリスの約 4 割、スウェーデンの 3 分の 1 である。さらに、施設内の死亡・傷害・逃
走などの保安事故の少なさでも日本は際立っており、2002 年の逃走 3 件は他の国の






年をピークに減少に転じて 2012 年の入所受刑者は 1,010 人となり、同年末の収容人
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員は 2,122（男子 1,910、女子 212）人であった。高齢者に関しては、65 歳以上の受
刑者は 1990 年以降実数・割合とも増加し、現在は男子 8.5％、女子 12.8％となって
いる。検挙された高齢者の罪名別構成をみると、万引きが 57.7％と過半を占めており、
全体では33.1％なのでこの年齢層の特徴といえる。受刑者中の女子の比率に関しては、
この 20 年間で倍増し、2012 年に 9.0％になった。女子の高齢者の増加も顕著で、罪






































































合職・一般職試験であり、刑務官採用試験の倍率は 2011 年度が 7.0 倍、2012 年度が























































































































































1,000 人だったが、2011 年に施設の増設が行われ、収容人員は女子が 300 人増の 800
人となり、職員数は国家公務員が 175 人、民間人が約 820 人となっている。美祢のセ
ンターに続き、2007 年 10 月に播磨社会復帰促進センター（兵庫県加古川市、収容定
員 1,000 人）および喜連川社会復帰促進センタ （ー栃木県さくら市、収容定員 2,000 人）















少なかったことも計画が円滑に進んだ背景にあったといえる。2005 年 3 月に喜連川
町と氏家町が合併してさくら市が誕生するが、同市と法務省との主な協議事項は、施
設建設による井水くみ上げと排水の土地改良区への影響くらいであり、2006 年中に
同市の了解を得ている。翌 2007 年 1 月、栃木県・大田原市・さくら市の 3 自治体に
より特区申請が行われ、3 月に国の認定が下りた。
154









































つ（21）。まず、新しい雇用ニーズに応じて 3 種の職業訓練がとり入れられている。第 1
は「必修職業訓練」であり、仕事の基本とチームワークを学ぶ「安全衛生・品質管理・
環境配慮科」、聴覚障害者への理解を深めさせる「手話基礎科」、地域社会とのかかわ
りを学ぶ「ボランティア啓発科」の 3 種目からなり、全員が受講する。第 2 は「指定

















感、筋肉と呼吸のコントロール、2 人 1 組での他者とのかかわり方の習得という段階
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を踏み、身体と精神の健康の保ち方と対人スキルを学ばせる。このプログラムは全収


























































































































See, C. Hood, Oliver James, B. Guy Peters, Collin Scott ed., Controlling Modern Government: Variety, 
Commonality and Change, Edward Elgar, UK, 2004.
以下、矯正行政と行刑施設の現状に関しては、法務総合研究所『犯罪白書』平成 25 年版、法務省、
2013 年、および各年度版による。










由刑執行の場所としての刑務所の展開」『犯罪社会学研究』第 37 号、2012 年所収、64 頁以下、ほ
か参照。
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Changes in Prison Management and Human Resources: 
Midway between Coercion and Service
<Summary>
Takashi Nishio 
Modern governments have shifted their major functions from coercion to ser-
vice delivery. Even in such a coercive policy field as correction administration, 
where the security issue is still a top priority, the style of prison management is 
changing towards a softer and more responsive system in accordance with new 
demands from inmates, who are aging, more multicultural and diverse. Having 
reviewed the characteristics of Japan’s prison management in a comparative per-
spective, this paper will focus on the recent changes in the correction 
administration system, with special focus on human resource management and 
the introduction of the PFI institutions.
Historically, Japan’s postwar prison management had been decentralized and 
flexible, while not well-standardized, but since around 1970 a tightly-controlled 
prison management system was institutionalized across the country. However, the 
government started reforming this system’s, legal and practical components, 
when injuries and fatalities occurred at Nagoya Prison in 2002. In order to put 
more emphasis on rehabilitation and to mitigate overcrowding, four PFI prisons 
were established from 2007 to 2008, where prison guards as public servants and 
staff of private companies are collaborating in rehabilitation and occupation train-
ing of the inmates. Although it is still at an experimental stage, this new style of 
correction administration seems to replace the traditionally “tight-controlˮ sys-
tem.
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When one observes the reality of inmates comparing with patients or handi-
capped people outside the prison walls, it is becoming harder and harder to draw 
a clear line between prisons and welfare or medical institutions. While the PFI 
prisons were introduced to meet the urgent, short-term needs, the reform can have 
a longer-term impact on the shift of nature of correction administration from a 
simple coercion for inside safety to a mixture of services including education, 
training, and welfare for inmates, as well as security for people at large.
